
 

国際商学部（小論文） 問題解説 
 
□■ 出題意図・評価方法・評価ポイント 

 

本問は課題文の読解力と論理的思考能力を問う問題です。文章だけでなく、図も読み取れるこ

とが求められます。筆者の主張を理解した上で自分の考えを明らかにし、記述する能力が求め

られます。 

 

（１） 本問題の文章を理解し、必要な情報を抜き出しまとめて表現する力を問う問題で

す。筆者が指す「この基準」とは何か正しく理解し、なぜ「現金給付自体が望まし

くないという結論」が導かれるのかを簡潔に説明できているかを問うています。 

 

（２） 本問題の文章とともに図表を読み解き、要点をまとめて表現する力を問う問題で

す。本文と図から「一律給付」と「（その日暮らし家計のみを対象とする）不完全な

給付制限」が直面するそれぞれの問題を読み解き、それらがジレンマの構造になっ

ていることを簡潔に説明できているかが評価のポイントとなります。 

 

（３） 本問題の文章を理解し、要点をまとめて表現する力を問う問題です。流動性の供給

と、それが現金給付よりも望ましいことについて解答しているかを重視します。 

 

（４） 本文や図表の内容を十分に把握した上で、一貫した論理の展開ができるかを問う問

題です。本文における筆者の提言をふまえた上で、「あなたの考え」を論じることが

求められます。他者の意見に耳を傾け自らの考えをまとめる柔軟な思考、現金給付

等の社会・経済問題に対する関心、主体的な学習姿勢を評価する意図が含まれてい

ます。 

 

 
□■ 受験生へのメッセージ 

 

本問では、経済学・経営学に関する題材をもとにして、受験生の総合的能力を問うています。

経済学は、複雑に絡み合う社会現象を体系化されたモデルやデータ分析で解きほぐす学問です。

経営学は、企業という主体を中心に据え、戦略・組織・マーケティング・財務など多面的な視座

からその営みを捉えます。本学部は、こうした学問的枠組みを土台に、「自ら課題を発見、解決す

る力」を育む教育に注力しています。その力を身につける第一歩は、書籍・新聞・雑誌・インタ

ーネットなど多様な情報源に触れ、社会で起きている現象や企業を取り巻く環境を理解する習慣

を持つことです。さらに、家計や企業、政府などの個々の経済主体が置かれている状況を想像し、

真の課題は何かを自分なりに考察する姿勢を持つことが欠かせません。このような課題解決への

道筋は決して容易ではありませんが、根拠のあいまいな議論に終始していると問題は前進しませ

ん。多角的な視点を備え、主体的に学び続けながら、一貫した論理を展開する力を日々鍛えてく

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


